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再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,３03世帯（－4）

2,985（－6）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和３年9月１日現在）

男：１，４19（－2）
女：１，566（－4）

世帯
人口

2021年
10月号

10月の税金・保険料

［納期限］ 11月１日（月）

町県民税（普通徴収）（第３期）
国民健康保険税（普通徴収）（第３期）
介護保険料（普通徴収）（第３期）
後期高齢者医療保険料（普通徴収）（第２期）

※たばこは若桜町内でお買い求めください。
   （若桜町の税収となります）

　冒険気分で大鹿滝のある谷へ降りる
と、森がひらけて明るく水しぶきが豪快
に降りそそぐ涼しい場所にでます。滝の
裏へまわることができ、天然のシャワー
は爽快。暑い日は大鹿滝の裏で涼むの
はいかがでしょうか！？

（三倉　張　朱音）

▶滝裏から見た大鹿滝

みんなのフォトリレー
 第６回
みんなのフォトリレー
 第６回

大鹿滝大鹿滝

若桜学園運動会若桜学園運動会

主な内容
02   町営バス（デマンド便）の割引対象者の拡大について
　　 食べる！麒麟のまちグランプリ
06   空き家を適正に管理していますか？
07   浄化槽の適正な維持管理をお願いします
08   不法投棄は重大な犯罪です！
　　 家族介護者手当を支給します
09   町内に通所介護事業所（デイサービス）が増えました！



町
営
バ
ス（
デ
マ
ン
ド
便
）の
割
引
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て

町
営
バ
ス（
デ
マ
ン
ド
便
）の
割
引
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て

お
問
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合
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せ

お
問
い
合
わ
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と
創
生
課
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若
桜
町
営
バ
ス
の
新
し
い
運
行
形
態
と
し
て
、
本

年
４
月
１
日
よ
り
町
営
バ
ス
（
デ
マ
ン
ド
便
）
の
運

行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
更
な
る
利
便
性
の
改
善

を
目
的
と
し
て
、
本
年
10
月
１
日
よ
り
利
用
料
金
の

割
引
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
割
引
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
手
帳
及
び
運

転
経
歴
証
明
書
を
乗
車
時
に
運
転
手
に
ご
掲
示
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◦
割
引
額

　

左
記
の
各
手
帳
及
び
運
転
経
歴
証
明
書
を
ご
掲
示

い
た
だ
き
ま
す
と
、利
用
料
金
が
半
額
と
な
り
ま
す
。

◦
割
引
対
象
者

・�

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
24
年
法
律
第
２
８
３

号
）
第
15
条
第
４
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
及
び
同
乗
者
の
方

・�「
療
育
手
帳
制
度
に
つ
い
て
」（
昭
和
48
年
９
月
27

日
厚
生
省
発
児
第
１
５
６
号
厚
生
事
務
次
官
通

知
）
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
療
育
手
帳
制
度
要
綱
に

規
定
す
る
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
及

び
同
乗
者
の
方

・�

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
25
年
法
律
第
１
２
３
号
）
第
45
条
第
２
項
に

規
定
す
る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
及
び
同
乗
者
の
方

・�

免
許
返
納
者
（
有
効
期
間
内
に
す
べ
て
の
運
転
免

許
を
自
主
返
納
し
、
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
）

・�

妊
婦
（
妊
娠
中
で
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
）

◦
運
転
経
歴
証
明
書
と
は

　

運
転
免
許
証
を
本
人
の
意
思
に
よ
り
自
主
的
に
取

り
消
し
（
自
主
返
納
）
申
請
を
し
た
日
以
前
の
５
年

間
ま
た
は
、
運
転
免
許
が
失
効
し
た
日
以
前
の
５
年

間
の
運
転
経
歴
に
つ
い
て
証
明
す
る
も
の
で
す
。

【
申
請
資
格
】

　

運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
内
に
自
主
返
納
さ
れ
た

方
で
、
か
つ
、
自
主
返
納
後
５
年
以
内
の
方
及
び
運

転
免
許
が
失
効
し
て
５
年
以
内
の
方
。

　

な
お
、
申
請
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
地

区
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
警
察
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
注
意
事
項

　

自
主
返
納
日
及
び
運
転
免
許
が
失
効
し
た
時
点
で

運
転
免
許
の
取
り
消
し
、
効
力
の
停
止
等
の
基
準
に

該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

町
営
バ
ス
（
デ
マ
ン
ド
便
）
運
行
内
容

【
運
行
時
間
】８
時
～
18
時

　
　
　
　
　
※�

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始（
12
月
31
日
～
１
月

３
日
）、
お
盆（
８
月
13
日
～
８
月
16
日
）運
休

【
受
付
時
間
】８
時
～
17
時

　
　
　
　
　
※
原
則
、
運
行
１
時
間
前
ま
で
の
予
約

【
予
約
電
話
】☎（
71
）１
１
３
３

　
　
　
　
　
※�

予
約
制
の
た
め
、
ご
希
望
時
間
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

【
利
用
料
金
】３
ｋ
ｍ
未
満�

３
０
０
円

　
　
　
　
　
３
ｋ
ｍ
～
10
ｋ
ｍ
未
満�
４
０
０
円

　
　
　
　
　
10
ｋ
ｍ
以
上�
５
０
０
円

　
　
　
　
　
待
機
料
金
（
15
分
ま
で
）�
１
０
０
円

　
　
　
　
　
※
１
人
に
つ
き
利
用
料
金
が
か
か
り
ま
す

食
べ
る
！
麒
麟
の
ま
ち
グ
ラ
ン
プ
リ

食
べ
る
！
麒
麟
の
ま
ち
グ
ラ
ン
プ
リ

　

麒
麟
の
ま
ち
圏
域
（
若
桜
町
、
鳥
取
市
、
岩
美
町
、

　

麒
麟
の
ま
ち
圏
域
（
若
桜
町
、
鳥
取
市
、
岩
美
町
、

智
頭
町
、
八
頭
町
、
新
温
泉
町
、
香
美
町
）
内
の
飲

智
頭
町
、
八
頭
町
、
新
温
泉
町
、
香
美
町
）
内
の
飲

食
店
が
、「
麒
麟
の
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
メ

食
店
が
、「
麒
麟
の
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
メ

ニ
ュ
ー
を
販
売
し
、
一
般
の
方
に
よ
る
投
票
と
審
査

ニ
ュ
ー
を
販
売
し
、
一
般
の
方
に
よ
る
投
票
と
審
査

員
に
よ
る
審
査
に
よ
り
、「
肉
料
理
」、「
魚
料
理
」、「
ス

員
に
よ
る
審
査
に
よ
り
、「
肉
料
理
」、「
魚
料
理
」、「
ス

イ
ー
ツ
」
の
３
つ
の
部
門
ご
と
に
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決

イ
ー
ツ
」
の
３
つ
の
部
門
ご
と
に
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決

定
し
ま
す
。

定
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
新
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
新
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
、
一
緒
に
圏
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

だ
き
、
一
緒
に
圏
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
う
！

●●��

「
麒
麟
の
ま
ち
」
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
て
投
票
！

「
麒
麟
の
ま
ち
」
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
て
投
票
！

　

対
象
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
て
い
た
だ
く
と
ハ
ガ
キ
や

　

対
象
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
て
い
た
だ
く
と
ハ
ガ
キ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
投
票
で
き
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
（
ゴ
ー
ル
ド
）
に
な
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

　

グ
ラ
ン
プ
リ
（
ゴ
ー
ル
ド
）
に
な
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

に
投
票
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で

に
投
票
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
2020
名
様
に
鳥

名
様
に
鳥

取
和
牛
や
但
馬
牛
な
ど
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

取
和
牛
や
但
馬
牛
な
ど
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

【
期
間
】

【
期
間
】
1010
月月
2020
日
（
水
）
～

日
（
水
）
～
1212
月月
1010
日
（
金
）

日
（
金
）

●●��

参
加
店
舗
を
巡
っ
て
応
募
！

参
加
店
舗
を
巡
っ
て
応
募
！

　

グ
ラ
ン
プ
リ
決
定
後
、
参
加
店
舗
を
巡
る
ス
タ
ン

　

グ
ラ
ン
プ
リ
決
定
後
、
参
加
店
舗
を
巡
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
抽
選
で

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
抽
選
で
1717
名
様
に
鳥
取

名
様
に
鳥
取

和
牛
や
但
馬
牛
な
ど
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

和
牛
や
但
馬
牛
な
ど
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

【
期
間
】
令
和
４
年
１
月
～
２
月
（
予
定
）

【
期
間
】
令
和
４
年
１
月
～
２
月
（
予
定
）

　

詳
し
く
は
、「
食
べ
る
！
麒
麟
の
ま
ち
グ
ラ
ン
プ

　

詳
し
く
は
、「
食
べ
る
！
麒
麟
の
ま
ち
グ
ラ
ン
プ

リ
」
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

リ
」
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
「
食
べ
る
！
麒
麟
の
ま
ち
グ
ラ
ン
プ
リ
」運
営
事
務
局

　
（
株
式
会
社
ウ
ェ
ブ
プ
ラ
ン
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
内
）

　
☎
０
８
５
７（
25
）３
０
９
１
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９
月
５
日（
日
）

９
月
５
日（
日
）

　

令
和
３
年
度
若
桜
町
防
災
訓
練

　

令
和
３
年
度
若
桜
町
防
災
訓
練

　

大
雨
を
想
定
し
た
、
若
桜
町
防
災

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
時
に
、
防
災
行
政
無
線
に
よ

る
「
避
難
指
示
」
の
放
送
を
合
図
に
、

町
内
全
域
で
避
難
を
開
始
、
自
治
会

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
一
時

避
難
場
所
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
、
東
部
地
域
に
は
鳥
取

県
版
新
型
コ
ロ
ナ
警
報
が
発
令
中
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、訓
練
を
自
粛
・

延
期
さ
れ
た
自
治
会
も
あ
り
ま
し
た

が
、町
内
の
18
集
落
で
３
１
３
世
帯
、

４
７
６
名
の
方
が
訓
練
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
の
一
角
で
は
、
八

頭
消
防
署
若
桜
出
張
所
の
職
員
の
指

導
の
も
と
、
若
桜
町
消
防
団
に
よ
る

土
の
う
作
り
と
土
の
う
積
み
の
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
た
自
治
会
の

方
々
も
加
わ
り
、１
１
４
袋
作
成
し
、

う
ち
24
袋
は
、
希
望
す
る
自
治
会
へ

配
備
し
、
残
り
の
土
の
う
は
、
今
後

の
水
防
活
動
に
備
え
、
町
で
保
管
し

ま
す
。

　

　

ま
た
、
第
１
町
民
体
育
館
で
は
、

避
難
所
の
開
設
・
運
営
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

自
治
会
の
参
加
者
も
加
わ
り
、
避

難
所
初
動
運
営
キ
ッ
ト
の
収
納
品
の

確
認
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
ダ
ン

ボ
ー
ル
間
仕
切
り
な
ど
の
組
み
立
て

を
行
い
、
災
害
時
に
は
、
ス
ム
ー
ズ

に
避
難
所
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う

訓
練
し
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
今
後
も
訓
練
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

�
（
総
務
課
）

▲住民避難訓練（山田町）

▲土のう積み訓練

▲ダンボールベッド組み立て

▲パーテーションテント

0303 広報わかさ2021年10月号広報わかさ2021年10月号



鳥
取
信
用
金
庫

鳥
取
信
用
金
庫  

様
か
ら

様
か
ら

セ
ン
サ
ー
式
消
毒
液
噴
射
機
を

セ
ン
サ
ー
式
消
毒
液
噴
射
機
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

「
小
船
共
生
の
里
」

「
小
船
共
生
の
里
」

８
月
末
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
！

８
月
末
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
！

新
町
公
民
館
の
備
品
を
整
備

新
町
公
民
館
の
備
品
を
整
備

令
和
３
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

令
和
３
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

鳥
取
信
用
金
庫
様
か
ら
町
に
セ
ン
サ
ー
式
消

　

鳥
取
信
用
金
庫
様
か
ら
町
に
セ
ン
サ
ー
式
消

毒
液
噴
射
機
一
式
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毒
液
噴
射
機
一
式
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
鳥
取
信
用
金
庫
若
桜
支
店
開
設

　

こ
れ
は
、
鳥
取
信
用
金
庫
若
桜
支
店
開
設
7070

周
年
に
あ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

周
年
に
あ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ま

症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
に
よ

に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
に
よ

る
も
の
で
す
。

る
も
の
で
す
。

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
消
毒
液
噴
射
機
は
、
役

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
消
毒
液
噴
射
機
は
、
役

場
正
面
玄
関
や
、
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用

場
正
面
玄
関
や
、
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

��

（
総
務
課
）

（
総
務
課
）

　

小
船
集
落
と
因
幡
地
区
郵
便
局
長
会
で
活
動
を

　

小
船
集
落
と
因
幡
地
区
郵
便
局
長
会
で
活
動
を

行
っ
て
い
る
「
小
船
共
生
の
里
」
が
、
小
船
の
農
道

行
っ
て
い
る
「
小
船
共
生
の
里
」
が
、
小
船
の
農
道

及
び
林
道
の
除
草
や
水
路
の
土
砂
あ
げ
作
業
を
行
い

及
び
林
道
の
除
草
や
水
路
の
土
砂
あ
げ
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

当
日
は

　

当
日
は
3030
名
が
参
加
し
、
手
分
け
し
て
作
業
を
行

名
が
参
加
し
、
手
分
け
し
て
作
業
を
行

い
、
午
前
中
に
作
業
を
完
了
し
ま
し
た
。
秋
に
は
、

い
、
午
前
中
に
作
業
を
完
了
し
ま
し
た
。
秋
に
は
、

農
作
物
の
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

農
作
物
の
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

��

（
農
山
村
整
備
課
）

（
農
山
村
整
備
課
）

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宝
く

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
地
域
社
会
の

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た

地
域
活
動
に
助
成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
に
助
成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
町
自
治
会
は
こ
の
宝
く
じ
の
助
成
金
を
利
用

　

新
町
自
治
会
は
こ
の
宝
く
じ
の
助
成
金
を
利
用

し
て
、
公
民
館
の
備
品
（
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・

し
て
、
公
民
館
の
備
品
（
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・

テ
ン
ト
・
ガ
ス
炊
飯
器
・
発
電
機
等
）
を
整
備
し

テ
ン
ト
・
ガ
ス
炊
飯
器
・
発
電
機
等
）
を
整
備
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
住
民
が
集

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
住
民
が
集

ま
る
機
会
が
増
え
、
住
民
の
交
流
を
活
性
化
さ
せ

ま
る
機
会
が
増
え
、
住
民
の
交
流
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。��（
ふ
る
さ
と
創
生
課
）

（
ふ
る
さ
と
創
生
課
）

▲�町長室にて、(左から)
杉内理事、矢部町長

▲参加者全員で記念撮影

▲�農道の除草作業

▲宝くじ助成金を利用して購入したテント

▶�ご寄付いただいた
　消毒液噴射機

　８月のイチオシ若桜メシでは、キャベツとえごまのサラダ、さば天うどん、
デザートとして若桜観光の夏いちごを使用した夏いちごシャーベットが並
びました。
　さば天うどんは若桜町の郷土料理です。さばの天ぷらをうどん汁に浸し
ながら、児童生徒の皆さんがおいしく味わっていました。

若桜学園給食に地元食材を提供する

「イチオシ若桜メシ」
第５回
8/25

イチオシ若桜メシをご家庭でも！『イチオシレシピ』
えごまの葉入りさば天うどん
材料（４人分）

さばの切り身40g
 4個
しょうが 5g
濃口しょう油 8g
清酒 8g

作り方
① さばの切り身に、しょうが、濃口しょう油、清酒で下味をつける
② えごまの葉を小さめの短冊切りにする
③ 小麦粉、片栗粉、塩、水を混ぜ天ぷらの衣を作り、えごまの葉

も加えて混ぜる
④ 油を熱し、①を③につけて揚げる
⑤ 削り節でだしを取り、水でもどし、薄切りにした干ししいたけ、スラ

イスした玉ねぎ、短冊切りにしたにんじん、油揚げを加えて煮る
⑥ ⑤が煮えたらうどんを加え、薄口しょう油で味付けする
⑦ ⑥に④をのせ、小口切りにした葉ねぎと、お好みで七味をかけ

てできあがり
✿ 若桜町で昔から食べられていたさば天をのせたうどんです。今

回は、えごまの葉をさば天に混ぜて、風味豊かに仕上げまし
た。そのままでも、うどんに入れてもおいしいです。

小麦粉 18g
片栗粉 6g
食塩 0.5g
えごまの葉 5ｇ
米油 適量

【うどん】
うどん 120g
油揚げ 40g
干ししいたけ 1.2g
玉ねぎ 60g
にんじん 20g

葉ねぎ 20g
削り節 8g
薄口しょう油 24g
七味 適量

▲給食を楽しむ３年生の児童たち　　　

【えごまの葉入りさば天】

８
月
29
日
日

８
月
17
日
火
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ご
長
寿

ご
長
寿

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

８
月
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
中
田
な　

　

８
月
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
中
田
な　

子
さ
ん
（
大
野
）
に
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
と

子
さ
ん
（
大
野
）
に
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
と

と
も
に
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与

と
も
に
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
町
か
ら
長
寿

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
町
か
ら
長
寿

祝
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

祝
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
民
が
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
町
民
が
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て

関
心
と
理
解
を
深
め
、
高
齢
者
福
祉
の
推
進
を

関
心
と
理
解
を
深
め
、
高
齢
者
福
祉
の
推
進
を

図
る
た
め
、
１
０
０
歳
の
長
寿
を
お
祝
い
し
て

図
る
た
め
、
１
０
０
歳
の
長
寿
を
お
祝
い
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

中
田
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご

　

中
田
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

し
く
だ
さ
い
。

▲矢部町長から記念品を受け取る中田な　子さん

　８月のイチオシ若桜メシでは、キャベツとえごまのサラダ、さば天うどん、
デザートとして若桜観光の夏いちごを使用した夏いちごシャーベットが並
びました。
　さば天うどんは若桜町の郷土料理です。さばの天ぷらをうどん汁に浸し
ながら、児童生徒の皆さんがおいしく味わっていました。

若桜学園給食に地元食材を提供する

「イチオシ若桜メシ」
第５回
8/25

イチオシ若桜メシをご家庭でも！『イチオシレシピ』
えごまの葉入りさば天うどん
材料（４人分）

さばの切り身40g
 4個
しょうが 5g
濃口しょう油 8g
清酒 8g

作り方
① さばの切り身に、しょうが、濃口しょう油、清酒で下味をつける
② えごまの葉を小さめの短冊切りにする
③ 小麦粉、片栗粉、塩、水を混ぜ天ぷらの衣を作り、えごまの葉

も加えて混ぜる
④ 油を熱し、①を③につけて揚げる
⑤ 削り節でだしを取り、水でもどし、薄切りにした干ししいたけ、スラ

イスした玉ねぎ、短冊切りにしたにんじん、油揚げを加えて煮る
⑥ ⑤が煮えたらうどんを加え、薄口しょう油で味付けする
⑦ ⑥に④をのせ、小口切りにした葉ねぎと、お好みで七味をかけ

てできあがり
✿ 若桜町で昔から食べられていたさば天をのせたうどんです。今

回は、えごまの葉をさば天に混ぜて、風味豊かに仕上げまし
た。そのままでも、うどんに入れてもおいしいです。

小麦粉 18g
片栗粉 6g
食塩 0.5g
えごまの葉 5ｇ
米油 適量

【うどん】
うどん 120g
油揚げ 40g
干ししいたけ 1.2g
玉ねぎ 60g
にんじん 20g

葉ねぎ 20g
削り節 8g
薄口しょう油 24g
七味 適量

▲給食を楽しむ３年生の児童たち　　　

【えごまの葉入りさば天】
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空
き
家
を
適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
か
？
お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ　　
町
民
福
祉
課

町
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎（

　
☎（
8282
）２
２
３
２　

）２
２
３
２　
IPIP
☎
９（
☎
９（
8282
）２
２
３
２

）２
２
３
２

　

空
き
家
で
ご
近
所
や
周
辺
に
迷

惑
を
か
け
な
い
た
め
に
は
、
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

　

建
物
の
現
状
を
維
持
す
る
た
め
、

日
頃
か
ら
定
期
的
に
状
態
を
点
検

し
、
不
良
個
所
を
発
見
し
た
場
合

は
補
修
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

下
記
の
よ
う
な
こ
と
を
注
意
し
、

空
き
家
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
に
す
る
場
合
は
、

近
隣
や
地
域
の
方
に
連
絡
先
を
伝

え
て
お
く
と
、
異
常
が
あ
っ
た
場

合
な
ど
連
絡
が
取
り
や
す
く
な
り

ま
す
。　
　

　

い
ざ
と
い
う
時
の
対
策
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※�
空
き
家
の
相
続
を
放
棄
し
て
も
、

別
の
相
続
人
に
引
き
継
が
れ
る

ま
で
は
管
理
義
務
が
残
る
た
め
、

相
続
放
棄
後
も
引
き
続
き
管
理

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
財
道
具

・�

処
分
方
法
を
決
め
る
。（
家
財
道

具
の
ほ
か
仏
壇
・
神
棚
な
ど
）

不
審
者
・
ゴ
ミ　

・�

玄
関
の
ド
ア
、
窓
、
門
な
ど
の
鍵

を
し
っ
か
り
掛
け
、
不
審
者
の
侵

入
や
ご
み
の
不
法
投
棄
を
予
防
す

る
。

瓦
・
壁

・�

瓦
の
ず
れ
、
落
下
、
壁
の
ひ
び
割

れ
、
雨
漏
り
な
ど
が
無
い
か
点
検

し
、
傷
み
が
あ
れ
ば
補
修
す
る
。

家
の
周
り

・�

ハ
エ
、
蚊
、
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
害

虫
の
発
生
予
防
や
駆
除
を
行
う
。

・�

雑
草
が
茂
っ
て
な
い
か
定
期
的
に

点
検
し
、
適
切
に
除
草
す
る
。

・�

庭
木
が
隣
地
や
道
路
に
は
み
出
し

て
い
な
い
か
定
期
的
に
点
検
し
、

適
切
に
剪
定
す
る
。

　
「
空
き
家
」
の
放
置
が
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
適
切
に
管
理
せ
ず
放
置
す
る
と
、
建
物
の
劣
化
が
進
み
、
防
災

面
や
防
犯
面
、
衛
生
面
の
問
題
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
が

持
っ
て
い
る
空
き
家
は
今
、
ど
ん
な
状
態
で
す
か
？

空
き
家
は
、
所
有
者
・
管
理
者
の
皆
さ
ま
の
責
任
に
お
い
て

空
き
家
は
、
所
有
者
・
管
理
者
の
皆
さ
ま
の
責
任
に
お
い
て

適
切
に
管
理
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

適
切
に
管
理
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

空き家の管理が不十分だと空き家の管理が不十分だと
こんな問題が・・・こんな問題が・・・

　空き家などが倒壊したり、ブロック塀や庭木が倒れたりして近
隣の家屋や通行人などに被害を及ぼした場合には、民法の規定に
より、損害賠償など管理責任を問われる事があります。

家の周り
・�庭木が隣地や道
路にはみ出した
りして、通行の
妨げになる
・�小動物の棲家に
なる
・�害虫の巣が作ら
れる

屋根
・屋根材の異常
・瓦のずれ、落下

窓、ドア
・�ガラスの破損、
　開閉の異常
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浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ　
町
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
２　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
２

　

浄
化
槽
の
使
用
方
法
を
誤
っ
た
り
、
維
持
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
放
流
水
質
の
悪
化
や
悪
臭
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り
、
生
活
環
境
を
悪
化

さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
皆
さ
ま
に
は
、
浄
化

槽
法
に
よ
り
次
の
よ
う
な
義
務
が
あ
り
ま
す
。浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
す
る
よ
う
、

保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
行
い
、
浄
化
槽
を
正
し
く
使
用
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
守
点
検

　

浄
化
槽
内
の
機
械
の
点
検
、
調
整
、

補
修
や
消
毒
剤
の
補
給
な
ど
を
行
い
ま

す
。
技
術
浄
化
槽
管
理
士
資
格
を
有
す

る
知
事
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。家
庭
用
で
は
、

年
に
３
～
４
回
以
上
必
要
で
す
。

清　
掃

　

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
、
異
物

な
ど
の
引
き
抜
き
や
機
器
類
の
清
掃

を
行
う
作
業
で
す
。
毎
年
１
回
（
全

ば
っ
き
方
式
は
６
ヶ
月
に
１
回
）以
上
、

市
町
村
長
許
可
の
清
掃
業
者
【（
株
）

キ
ョ
ウ
エ
イ
☎
０
８
５
７
（
82
）

０
３
５
３
】
に
依
頼
し
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

町
民
福
祉
課
の
窓
口
で
も
申
し
込
み

が
出
来
ま
す
。

法
定
検
査

【
設
置
後
検
査
】

　

使
い
始
め
て
３
ヶ
月
を
経
過
し
た
日

か
ら
８
ヶ
月
の
間
に
、
県
知
事
の
指
定

検
査
機
関
【（
財
）
鳥
取
県
保
健
事
業

団　

☎
０
８
５
７
（
23
）
４
８
４
３
】

に
よ
り
水
質
に
関
す
る
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

【
定
期
検
査
】

　

毎
年
１
回
、
県
知
事
の
指
定
検
査
機

関
【（
財
）
鳥
取
県
保
健
事
業
団
】
に

よ
る
外
観
検
査
や
水
質
検
査
、
書
類
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

毎
年
、
保
守
点
検
や
清
掃
の
み
実
施

し
て
い
て
も
、
法
定
検
査
を
受
検
し

て
い
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※�

保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
の
記

録
は
、３
年
間
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
管
理
者
変
更
届

　

引
っ
越
し
等
で
浄
化
槽
管
理
者
が
変

更
に
な
る
場
合
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。休

止
届

　

空
き
家
に
な
る
場
合
は
、
清
掃
後
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

定
期
的
に
必
要
な
管
理
作
業

 

届
出
が
必
要
な
場
合

清掃すると

適正に清掃された浄化槽適正に清掃されていない浄化槽

地域の水環境に重大な影響を
与えるだけでなく
様々なトラブルが発生します

出典：環境省作成リーフレット「浄化槽」を使って、身近な水をきれいにしましょう！より

写真提供：鳥取県浄化槽協会

河川の濁り 不快なにおい 洗剤の泡立ち

このまま
放置すると…

汚物が
流出

◇悪臭・近隣トラブル
◇水環境の悪化
◇生活環境の悪化
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家
族
介
護
者
手
当
を
支
給
し
ま
す

家
族
介
護
者
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

在
宅
要
介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
介
護
者

　

在
宅
要
介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
介
護
者

の
労
苦
を
労
う
と
と
も
に
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

の
労
苦
を
労
う
と
と
も
に
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
家
族
介
護
者
手
当
を
支

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
家
族
介
護
者
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

給
し
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
町
民
福
祉
課
で

　

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
町
民
福
祉
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

支
給
対
象
者

　

在
宅
要
介
護
者
（
注
）
と
同
居
し
、
か
つ
、
日

　

在
宅
要
介
護
者
（
注
）
と
同
居
し
、
か
つ
、
日

常
的
に
介
護
を
行
っ
て
い
る
家
族
介
護
者

常
的
に
介
護
を
行
っ
て
い
る
家
族
介
護
者

（
注
）
在
宅
要
介
護
者

（
注
）
在
宅
要
介
護
者

　　

��

介
護
認
定
の
要
介
護
３
以
上
ま
た
は
障
害
区
分

介
護
認
定
の
要
介
護
３
以
上
ま
た
は
障
害
区
分

認
定
の
区
分
４
以
上
の
方
で
居
宅
に
お
い
て
生

認
定
の
区
分
４
以
上
の
方
で
居
宅
に
お
い
て
生

活
し
て
い
る
方
。

活
し
て
い
る
方
。

※※��

在
宅
要
介
護
者
、
家
族
介
護
者
共
に
６
か
月
以

在
宅
要
介
護
者
、
家
族
介
護
者
共
に
６
か
月
以

上
継
続
し
て
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
が
必

上
継
続
し
て
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

要
で
す
。

支　
給　
額

支　
給　
額

　

家
族
介
護
者
１
人
に
つ
き

　

家
族
介
護
者
１
人
に
つ
き

　

月
額
５
，
０
０
０
円

　

月
額
５
，
０
０
０
円

※※��

家
族
介
護
者
が
複
数
い
る
場
合
で
も
支
給
対
象

家
族
介
護
者
が
複
数
い
る
場
合
で
も
支
給
対
象

は
１
人
と
し
ま
す
。

は
１
人
と
し
ま
す
。

対
象
期
間

対
象
期
間

　

令
和
３
年
４
月
～
９
月
（
６
か
月
間
）

　

令
和
３
年
４
月
～
９
月
（
６
か
月
間
）

※※��

入
院
ま
た
は
入
所
し
た
月
で
あ
っ
て
も
、
月

入
院
ま
た
は
入
所
し
た
月
で
あ
っ
て
も
、
月
2020

日
以
上
居
宅
で
介
護
し
て
い
た
期
間
が
あ
れ
ば

日
以
上
居
宅
で
介
護
し
て
い
た
期
間
が
あ
れ
ば

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
期
間

申
請
期
間

　　

1010
月
１
日
（
金
）
～

月
１
日
（
金
）
～
1010
月月
2929
日
（
金
）

日
（
金
）

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
福
祉
課

　
☎（
82
）２
２
３
２　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
２

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
！

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
！

お
問
い
合
わ
せ　
町
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
２　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
２

　

不
法
投
棄
と
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
以
外
に
み
だ
り
に
ご
み
を
捨
て

る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
自
然
環
境
や
美
観
を
損
ね
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
有
害
な
物
質
が
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
土
壌
や
河
川
が
汚
染

さ
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
健
康
や
生
活
、
観
光
面
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
さ
せ
な
い　

　

土
地
・
建
物
の
所
有
者
（
管
理
者
）

は
、
自
分
が
管
理
す
る
土
地
を
清
潔

に
保
つ
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
土
地
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

廃
棄
物
を
投
棄
・
埋
め
立
て
す
る
行

為
や
川
・
水
路
な
ど
へ
の
ご
み
捨
て

も
、
不
法
投
棄
と
み
な
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し
た
場

合
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
両
方

が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
法
人
の
場
合
は
、
３
億
円
以
下
の
罰

金
）

　
「
草
刈
り
が
さ
れ
て
い
な
い
」、「
物

が
散
乱
し
て
い
る
」
な
ど
管
理
が
不

十
分
な
場
所
は
、
不
法
投
棄
を
さ
れ

や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的

な
草
刈
り
や
不
要
な
物
は
置
か
な
い

な
ど
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
の
投
棄
者
が
土
地
の
所
有
者

等
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
有

者
等
が
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
世
代
に
快
適
な
生
活
環
境
を

引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
不
法
投
棄
を

「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」
取
り
組
み

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

不
法
投
棄
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

町
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き

リ
サ
イ
ク
ル
料
を
支
払
っ
て

適
切
な
処
理
を
！

・�

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
を
処
分
す
る
と
き
は
、
一

般
廃
棄
物
と
し
て
は
出
せ
ま
せ
ん
。

・�

小
売
店
ま
た
は
メ
ー
カ
ー
に
引
き

取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

町内でも今までに多くの不法投棄が発生しています
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お
問
い
合
わ
せ　
若
桜
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
０
９　
IP
☎
９（
82
）２
２
１
４

町
内
に
通
所
介
護
事
業
所（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）が

増
え
ま
し
た
！

　

要
支
援
・
要
介
護
者
等
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
通
所
介
護
事
業
所
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
が
町
内
に
２
か
所
あ
り
ま
し
た
が
、
９
月
に
３
か
所
目
と
な
る

新
た
な
事
業
所
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ま
た
は

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　いいひ若桜デイサービス
場　　所：若桜町若桜 372（下町）場　　所：若桜町若桜 372（下町）
連 絡 先：☎８２－１００１連 絡 先：☎８２－１００１
営 業 日：月～土（祝日も営業）営 業 日：月～土（祝日も営業）
利用時間：９：00～ 16：00利用時間：９：00～ 16：00
定　　員：15名／日定　　員：15名／日
事業者より事業者より：�空き店舗兼住宅を改修し、９月に新しくデイサービスを：�空き店舗兼住宅を改修し、９月に新しくデイサービスを

始めました。できるだけ日常に近い環境で過ごしていた始めました。できるだけ日常に近い環境で過ごしていた
だけるよう「一緒に」活動することを大切にしています。だけるよう「一緒に」活動することを大切にしています。
近所への買い物や地元食材を使った調理、蔵通りの散歩近所への買い物や地元食材を使った調理、蔵通りの散歩
も取り入れています。も取り入れています。

　若桜町社会福祉協議会
場　　所：若桜町若桜 1247-1（西町）場　　所：若桜町若桜 1247-1（西町）
連 絡 先：☎８２－０２５４連 絡 先：☎８２－０２５４
営 業 日：月～土（祝日も営業）営 業 日：月～土（祝日も営業）
利用時間：９：30～ 15：40利用時間：９：30～ 15：40
定　　員：35名／日定　　員：35名／日
事業所より事業所より：�広い空間で、のんびりワイワイと過ごせるデイサービス：�広い空間で、のんびりワイワイと過ごせるデイサービス

です。昨年には浴室が新しくなり、ゆったりと入浴してです。昨年には浴室が新しくなり、ゆったりと入浴して
いただけます。お出かけやお菓子作りなど、利用者の皆いただけます。お出かけやお菓子作りなど、利用者の皆
さまに楽しんでいただけるようなプログラムを実施してさまに楽しんでいただけるようなプログラムを実施して
います。います。

　デイサービスさくら
場　　所：若桜町若桜 922-1（新町）場　　所：若桜町若桜 922-1（新町）
連 絡 先：☎７１－０２７３連 絡 先：☎７１－０２７３
営 業 日：月～金（祝日はお休み）営 業 日：月～金（祝日はお休み）
利用時間：９：15～ 16：20利用時間：９：15～ 16：20
定　　員：18名／日定　　員：18名／日
事業所より事業所より：�わかさ生協診療所から移転し、旧寄宿舎「レインボーわ：�わかさ生協診療所から移転し、旧寄宿舎「レインボーわ

かさ」の 1階にあるデイサービスです。理学療法士等にかさ」の 1階にあるデイサービスです。理学療法士等に
よる専門的なリハビリ、機械を使った機能訓練も可能でよる専門的なリハビリ、機械を使った機能訓練も可能で
す。みんなで楽しみながら機能回復を目指すゲームも人す。みんなで楽しみながら機能回復を目指すゲームも人
気です。気です。

介護の事などでお困りの方は、包括支援センターへご相談下さい。

新
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10 月の予定

子育て支援センター　遊びば
　（わかさこども園内）
　☎ 82-0011　IP ☎ 9-82-0011
　　月～金曜日（祝祭日を除く）
　　９：30 ～ 15：30

遊びば
♪子育て支援センター♬

　子育てに関するお悩みなど、
お気軽にご相談ください。
　妊婦さんもお待ちしています。

10月６日（水）ミニ運動会
10月７日（木）大きさ調べ
10月13日（水）ママサークル

10月15日（金）りんご狩り
10月19日（火）おもちゃづくり
10月21日（木）絵本の読み聞かせ

※�新型コロナウイルス感染症の影響により、急遽予定が変更
になる場合があります。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ　　
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎（

　
☎（
8282
）２
２
１
４　

）２
２
１
４　
IPIP
☎
９（
☎
９（
8282
）２
２
１
４

）２
２
１
４

　

例
年
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と

肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、
重
症
化
し
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

で
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
12
月
中
旬
ま
で
に
は
、
予
防

接
種
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
３
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成

・
65
歳
以
上
の
方

　
【
助
成
期
間
】
令
和
３
年
12
月
末
ま
で

　
【
自
己
負
担
額
】
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※�

９
月
下
旬
に
各
集
落
の
保
健
委
員
を
通
じ
て
ご
案

内
し
ま
す
。

・
生
後
６
か
月
～
高
校
生
相
当

　
【
助
成
期
間
】
令
和
４
年
１
月
末
ま
で

　
【
自
己
負
担
額
】
無
料

※�

必
ず
事
前
に
医
療
機
関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

感染症予防対策を引き続き徹底しましょう！
新型コロナウイルスにもインフルエンザにも有効です

マスク着用、
こまめな換気

手洗い・
アルコール消毒

３密を避ける
（密閉・密集・密接）

飲食は同居家族とだけにする
県外との往来はできるだけ控えましょう
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９９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。�

大
正
12
年
９
月
１
日
に
関
東

大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
大
惨

事
を
忘
れ
な
い
た
め
、�

ま
た
、こ
の
時
期

は
台
風
の
被
害
が
多
い
時
期
で
あ
る
こ

と
か
ら
防
災
の
日
と
定
め
ら
れ
、９
月

は
防
災
月
間
と
なっ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、９
月
５
日
に
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
、

今
後
も
雨
量
が
増
え
る
こ
と
を
見
越
し

警
戒
レ
ベル
４
の
『
避
難
指
示
』を
発
令

し
た
こ
と
を
想
定
し
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

密
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
を
し
な
が
ら

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
各
集
落
で
は
避

難
訓
練
、体
育
館
で
は
避
難
所
運
営
訓

練
、ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
土
の
う
作
り
、

土
の
う
積
み
訓
練
な
ど
を
行
い
、町
民

と
職
員
合
わ
せ
て
５
５
１
名
の
参
加
が

あ
り
、意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、ま
ず
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
こ
と
が一
番
重
要
で
す
。�

そ
の

た
め
に
は
、事
前
の
備
え
が
必
要
で
あ

り
、集
落
の
人
が
集
ま
っ
て
、緊
急
避
難

グ
ッ
ズ
や
非
常
食
を
準
備
し
た
り
、安

否
確
認
の
方
法
や
避
難
場
所
は
ど
こ
な

の
か
、ど
う
や
っ
て
避
難
す
る
の
か
な
ど

話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、積
極
的
に
地
域
で
の

話
し
合
い
や
訓
練
な
ど
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
本
町

で
は
、ワ
ク
チ
ン
の
期
限
の
こ
と
が
あ
り
、

10
月
上
旬
で
終
了
し
ま
す
。
今
後
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、八
頭
町
や
、鳥

取
市
な
ど
麒
麟
の
ま
ち
圏
域
で
接
種
が

可
能
で
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、残
っ
た
ワ
ク
チ
ン
（
約
３
０
０

回
分
）は
鳥
取
市
に
譲
渡
し
、使
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
なっ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
接
種
率
は
８
割
を
超
え
、集

団
免
疫
を
持
つ
町
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
１
日
も
早
く
、東
部

圏
域
が
集
団
免
疫
を
持
ち
、安
心
安
全

に
暮
ら
せ
、そ
し
て
、訪
れ
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　７月下旬から８月中旬にかけて、農地パトロールを行いました。これは、農地利用の点検、遊休農地
の発生防止・解消指導、違反転用の防止を目的としています。
　町内の全農地を対象に、現在は耕作されていないが直ちに耕作できる土地を低利用農地、直ちに耕
作はできないが農地として利用可能な土地を遊休農地として判定しました。低利用農地または遊休農
地として判定された場合、農地の所有者の皆さまに、今後の農地利用の意向を聞くことになっています。
　耕作者の高齢化や後継者不足などにより遊休農地及び荒廃農地が年々増加し、大きな問題となって
います。
　農地を耕作しないまま放置すると、病害虫の発生原因となり、有害鳥獣の隠れ家にもなるほか、不法
投棄の原因にもなりかねず、周辺農地に悪影響を及ぼし近隣の方々に迷惑をかけることになります。
　自分で耕作できない場合は、他の農業者に貸すなどして遊休農地を出
さないようにしましょう。
　もし、耕作相手が見つからない場合でも、農地の所有者として年に１度
は耕うんしたり、草刈りや病害虫の駆除をするなどの管理を行い、近隣に
迷惑がかからないようにしてください。
　農地を自分で管理できなくなった場合は、農業委員会へご相談くださ
い。

お問い合わせお問い合わせ
農業委員会事務局　農業委員会事務局　
☎82-2236　IP ☎9-82-2236☎82-2236　IP ☎9-82-2236 未然に防ごう未然に防ごう

遊休農地発生を遊休農地発生を◉農業委員会からのお知らせ

９月８日（水）開催農業委員会定例会審議事項

▲農地パトロールの様子

� 0件

▲第１町民体育館での避難所設営訓練
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■
　

紙
芝
居
「
た
か
の
の
れ
き
し
」

　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
昨
年
か
ら
多
く
の
事
業
が
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
地

区
進
出
学
習
会
で
子
ど
も
た
ち
が

「
た
か
の
発
見
」
と
題
し
て
高
野
を

探
検
し
、
高
野
の
歴
史
に
つ
い
て
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
学
習
内
容

を
基
に
、
交
流
セ
ン
タ
ー
で
紙
芝
居

「
た
か
の
の
れ
き
し
」
を
作
り
ま
し

た
。
こ
の
紙
芝
居
は
、
１
話
～
10
話

▲第10話

▲第９話

▲第７話

▲第４話

▲第３話

▲第１話

人
権
か
る
た

落
書
き
で
　
　
思
い
を
は
ら
す
　
　
悲
し
い
心

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
　
　
　

　
　
　
　
　
ーー
  
希
望
・
虹

希
望
・
虹
  
ーー
　

　　

ア
イ
リ
ス

ア
イ
リ
ス
　　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　
☎
＆

 （
82
）１
６
０
２

IP
☎ 

９（
82
）１
６
０
２

あらすじ
第１話　�「たかののれきし」　人権学習として、高野

の歴史を調べる事にしました。
第２話　�「身分制度」　お殿様が自分たちの生活を守

るために身分制度をつくりました。
第３話　�「同和対策事業」　高野が大きく変わり、安

心して生活が出来るようになりました。
第４話　�「高野の昔」　火事が起きても消防車が入れ

ないほど狭い道でした。
第５話　�「山根家」　庭は貴重な文化財です。村では

中心的な存在の家でした。
第６話　�「光福寺」　250年近い歴史を持っていた光

福寺というお寺がありました。
第７話　�「大型共同作業場」　作業場の機械を借りる

事が出来て、村の人は助かっています。
第８話　�「高野の昔と今のくらし」　主に力仕事でし

たが、今は会社員も増えています。
第９話　�「差別文書バラマキ事件」　未だに差別が

残っているので、とても残念でした。
第10話　�「地区進出学習会」　小倉幸太郎先生の熱心

な教えと学習会の始まり。

ま
で
の
お
話
で
出
来
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
や
町
民
の
皆
さ
ん
に

絵
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
こ

と
で
、
高
野
の
村
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
偏
見
と
差
別
の
な
い
若
桜
町
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
も
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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文　　　学 そ　の　他
・能面検事の奮迅 中山　七里 ・闇の盾 寺尾　文孝
・霧をはらう 雫井　脩介 ・ぼくのお父さん 矢部　太郎
・兇人邸の殺人 今村　昌弘 ・ケアマネジャーはらはら日記 岸山　真理子
・余命一年、男をかう 吉川　トリコ ・ミュージアムグッズのチカラ 大澤　夏美
・噂を売る男 梶　よう子 ・ニャンとかなりませんか？ 齋藤　慈子
・もういちど 畠中　恵 ・うちで作るチャーハンがウマい！ 佐藤　樹里
・ｉｎｖｅｒｔ 相沢　沙呼 ヤング・児童書・絵本
・親子の絆は永遠に 小杉　健治 ・夏休みルーム はやみね　かおる
・暮鐘 今野　敏 ・お仕事図鑑 300 新星出版社
・豆腐尽くし 岡本　さとる ・オイモはときどきいなくなる 田中　哲弥
・あきない世傳金と銀　　１１ 髙田　郁 ・イナバさん！ 野見山　響子
・いやし 朝井　まかて ・かずさんの手 佐和　みずえ
・きよのお江戸料理日記　　１，２ 秋川　滝美 ・すごい植物最強図鑑 田中　修
・氷柱の声 くどう　れいん ・としょかんはどこへ？ ジョシュ　ファンク
・仮面 伊岡　瞬 ・水族館 ほりかわ　あやこ
・老いの道楽 曾野　綾子 ・うみぼうず 杉山　亮
・ブランド 吉田　修一 郷　　土
・逝ってしまった君へ あさの　ますみ ・情脈　第 90 巻　第 8号 情脈短歌会
・渡る世間にやじ馬ばあさん 橋田　壽賀子 ・鳥取県地域防災計画 鳥取県防災会議

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

新　着　図　書

ほんほんのの

  ひろばひろばだよりだより

わかさ生涯学習情報館わかさ生涯学習情報館
 ☎ 82-6860　IP ☎ 9-82-6860　 ☎ 82-6860　IP ☎ 9-82-6860　 82-686182-6861
 【開館時間】10:00 ～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日 【開館時間】10:00 ～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日
 【貸出冊数と期間】１人 10 冊まで、２週間 【貸出冊数と期間】１人 10 冊まで、２週間

マスクの着用・消毒・検温にご協力くださいマスクの着用・消毒・検温にご協力ください

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

■は休館日

　10 月 の 予 定

●脳を元気にしよう「音読教室」  （情報館館長）

【日時】10 月 15 日（金）14：00 ～　【場所】　情報館会議室

●乳幼児対象読み聞かせ    （読み聞かせグループ「もこもこ」）

【日時】10 月 21 日（木）10：30 ～　【場所】　情報館プレイルーム

●読書週間おはなし会    （読み聞かせグループ「もこもこ」）

【日時】10 月 31 日（日）10：30 ～　【場所】　情報館会議室

　今年の読書週間の標語は『最後の頁を閉じた　違う
私がいた』です。それにちなんで、仮装や特殊メイク
など遊び心を楽しめる本を展示しています。おうち時
間を利用して、新しい自分を見つけませんか。簡単な
変身セットも用意していますので、ぜひお越しくださ
い。

　安心して本を読ん
でいただけるよう、
本の消毒機が入りま
した。カウンター横
に設置していますの
で、ぜひご利用くだ
さい。

読書週間2021　読書週間2021　10/27(水) ～11/ ９（火）10/27(水) ～11/ ９（火） 本の消毒機を設置本の消毒機を設置

本の展示　「遊び心を満タンにして、
　　　　　　　　新しい自分を見つけにいこう」
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今
年
度
初
の
試
み
と
し
て
、
若
桜
民
工

芸
館
に
て
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展
示

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。　

　

第
１
弾
と
し
て
、
８
月
９
日
（
月
）
か

ら
８
月
29
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
、
若
桜

陶
芸
ク
ラ
ブ
の
作
品
展
を
行
い
ま
し
た
。

若
桜
陶
芸
ク
ラ
ブ
は
公
民
館
サ
ー
ク
ル
と

し
て
、
毎
週
月
曜
日
に
若
桜
陶
芸
工
房

に
て
活
動
し
て
お
り
、
今
回
は
、
日
々
の

活
動
で
作
成
し
た
作
品
２
７
０
点
を
展
示

し
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
来
館
し
て

い
た
だ
き
好
評
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
皿
や
カ
ッ
プ
、
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
等
様
々
で
、
完
成
度
の
高
さ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
が
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
紋
様
や
色
合
い
を
持
っ
て
お
り

見
て
い
て
飽
き
ま

せ
ん
。
中
に
は
動

物
や
雪
だ
る
ま
等

の
か
わ
い
い
置
物

も
あ
り
、
作
者
ご

と
の
個
性
が
楽
し

め
ま
し
た
。

　

若
桜
陶
芸
ク
ラ

ブ
代
表
の
西
尾
ま

ゆ
み
さ
ん
は
、「
今

回
の
展
示
で
若
桜
陶
芸
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
と
思

い
ま
す
。
陶
芸
は
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
作
業
中
は
集
中

し
て
無
と
な
り
、
出
来
た
作
品
は
生
活
に

使
え
る
の
が
魅
力
で
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
若
桜
陶
芸
ク
ラ
ブ
の
体
験
や
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

体
験
や
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽

に
若
桜
町
公
民
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　

今
後
も
若
桜
民
工
芸
館
に
て
公
民
館

サ
ー
ク
ル
の
作
品
展
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。
日
程
は
決
ま
り
次
第
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
若
桜
町
公
民
館　
☎（
82
）１
５
８
４　
IP
☎
９（
82
）１
５
８
４

　
　
　
　
　
　
　
池
田
分
館　
　
　
☎（
83
）０
５
４
０　
IP
☎
９（
83
）０
５
４
０

公
民
館
ひ
ろ
ば

若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学　
第
３
回

「
若
桜
学
園
４
年
生
と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
」

若
桜
町
公
民
館
サ
ー
ク
ル
作
品
展
示　

第
１
弾
「
若
桜
陶
芸
ク
ラ
ブ
作
品
展
」

▲ナイスショット！

▲色とりどりの陶芸皿

▲�所狭しと並べられた力作の
数々

　

７
月
16
日
（
金
）、
若
桜
氷
ノ
山
寿
大

学
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
３
回
目
と
な
る

今
回
は
、
若
桜
学
園
４
年
生
と
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
照
り
付
け

る
太
陽
の
下
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
交

流
試
合
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ク
ラ
ブ
を
豪
快
に
振
り

過
ぎ
て
球
が
見
当
違
い
の
方
向
に
行
っ
た

り
、
逆
に
ス
イ
ン
グ
が
弱
過
ぎ
て
球
が
ほ

と
ん
ど
転
が
ら
な
か
っ
た
り
と
、
最
初
は

苦
戦
し
な
が
ら
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
経
験
豊
富
な
寿
大

学
生
は
さ
す
が
熟
練
の
腕
前
で
、
無
駄
の

な
い
動
き
で
ホ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
ラ
ウ
ン
ド
終
盤
に
さ
し
か
か

る
頃
に
は
子
ど
も
た
ち
も
コ
ツ
を
つ
か
ん

で
、
寿
大
学
生
を
追
い
上
げ
白
熱
し
た
試

合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後

は
、
一
人
ひ
と
り
感
想
を
述
べ
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
も
寿
大
学
生
か
ら
も
、
お
互
い

の
健
闘
を
称
え
、「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
遊
び
ま
し
ょ

う
。」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
来

年
度
も
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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郷
土
文
芸���　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 
川　

柳　
（
さ
く
ら
吟
社
）

家
計
簿
に
追
加
の
予
算
な
ど
は
な
い�

岡
崎　

彰
夫

一
生
の
一コ
マ
な
ん
だ
大
ア
ク
ビ�

岡
崎　

彰
夫

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
調
子
良
い
の
で
足
の
ば
す�

門
村　

千
代

青
嶺
に
眠
る
先
祖
に
ル
ー
ツ
問
う�

門
村　

千
代

追
加
し
て
食
べ
る
つ
ま
み
は
な
お
旨
い�

川
上　
　

巧

酒
が
な
い
な
い
か
ら
よ
け
い
欲
し
く
な
る�
川
上　
　

巧

相
続
の
追
加
な
ら
多
い
ほ
ど
よ
い�
君
野　

和
子

多
機
能
よ
り
シ
ン
プ
ル
が
好
き
シ
ニ
ア
族�

君
野　

和
子

調
理
場
は
追
加
に
お
わ
れ
せ
め
ぎ
合
い�

車
井　

信
惠

コ
ロ
ナ
禍
の
マ
ス
ク
の
友
は
眼
で
笑
い�

車
井　

信
惠

飲
む
う
ち
に
追
加
の
酒
が
止
ま
ら
な
い�

中
田　

房
江

菅
総
理
質
問
す
れ
ば
は
ぐ
ら
か
す�

中
田　

房
江

何
故
か
し
ら
つ
ぎ
〱
続
く
雨
と
風�

矢
部　

節
子

玉
の
汗
流
す
野
球
児
拍
手
す
る�

矢
部　

節
子

チ
ェ
リ
ー
踊
る
カ
ク
テ
ル
追
加
し
ま
し
ょ
う
か�

山
本　

延
子

盆
休
み
家
電
も
休
暇
申
し
出
る�

山
本　

延
子

女性活躍加速のための
重点方針２０２１

　

国
の
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
に
定
め
た
具
体
策
や
成
果
目
標

の
実
現
に
向
け
、今
後
２
年
間
で
重

点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て

の「
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
重
点

方
針
」が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

・�男
女
共
同
参
画
は
、日
本
政
府
の
重

要
か
つ
確
固
た
る
方
針
、国
際
社
会

で
共
有
さ
れ
た
規
範
で
あ
る
こ
と

・�コ
ロ
ナ
の
影
響
は
特
に
女
性
に
強

く
表
れ
て
お
り
、コ
ロ
ナ
対
策
に
お

い
て
女
性
に
最
大
限
配
慮
す
る
と

と
も
に
、構
造
的
な
問
題
に
も
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
こ
と

が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、３
つ
の
柱
と
そ
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、

１
．コ
ロ
ナ
対
策
の
中
心
に
女
性
を

・
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

・
ひ
と
り
親
の
職
業
訓
練
支
援

・「
生
理
の
貧
困
」へ
の
支
援

２
．女
性
の
登
用
目
標
達
成
に
向
け
て

・�

企
業
等
に
お
け
る
女
性
の

��

登
用
促
進

・�

農
業
委
員
や
農
協
役
員
等
へ
の

��

女
性
登
用

・�

校
長
や
教
育
委
員
会
等
へ
の

��

女
性
登
用

３
．�女
性
が
尊
厳
と
誇
り
を
持
っ
て

����

生
き
ら
れ
る
社
会
の
実
現

・�

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の

��

根
絶

・�

男
女
と
も
に
仕
事
と
子
育
て
等
を

両
立
で
き
る
環
境
の
整
備

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

59

男
女
共
同
参
画

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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第1回  ●●●町

次回、新温泉町へ！

若桜地区が重要伝統的建造物群保存地区に
選定されました

第17回　若桜町

　令和３年８月２日付で、若桜町若桜地区が国
の重要伝統的建造物群保存地区（※）に選定され
ました。
　若桜地区は、若桜鬼ヶ城の城下町を起源とし、
旧若桜街道沿いの宿場としての機能と物資の集
積地として栄えた商家町です。明治18年の大火
後の復興計画に基づいて建てられた伝統的な町
家や土蔵など、防火を考慮した町並みが残されて
います。
※重要伝統的建造物群保存地区（重伝建地区）と
は、市町村が定めた伝統的建造物群保存地区
のうち、特に価値が高いと国に判断された地
区です。県内では、倉吉市打吹玉川地区、大山
町所子地区に続き３地区目となりました。
○若桜地区の町並みの魅力
【防火対策により成立した蔵通り】
　蔵通りは、明治の大火後の防火対策で、通り沿
いに人家を建てることが禁止されて成立したと
いわれています。白壁の土蔵が約 300m 連続し
て残されており、独特の景観をかもし出す格好
の散歩道となっています。

【本通り沿いに残る「カリヤ」】
　本通りは、「若桜民工芸館」や「昭和おも
ちゃ館」などの施設を始め、多くの飲食店も
集まる若桜地区の中心街です。通り沿いに
は、「カリヤ」と呼ばれる幅 1.2ｍほどのひさ
しが主屋と道路の間に設けられています。風
雨や積雪の際は通行帯として利用されたと
いい、豪雪地帯の名残をとどめています。

【お問い合わせ】
　若桜町の観光に関すること
　　若桜町観光協会　☎0858-82-2237
　重伝建地区の取り組みに関すること
　　若桜町教育委員会事務局　☎0858-82-2213

▲カリヤが残る本通り

若桜町のおすすめスポットや散策
プランはこちらのQRコードから
チェック！
（若桜町観光協会ホームページ）

　

９
月
４
日
（
土
）、「
人

と
人
～
笑
顔
で
つ
な
ぐ
～
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

若
桜
学
園
開
校
10
年
目
と

な
る
運
動
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
あ
い
に
く
の
天
候

と
な
り
、
時
折
霧
雨
が
降

る
中
で
し
た
が
、
予
定
し

て
い
た
す
べ
て
の
演
技
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
０
０
メ
ー
ト
ル
走

は
、
一
人
ひ
と
り
の
名
前

が
コ
ー
ル
さ
れ
、
応
援
席

か
ら
の
盛
大
な
拍
手
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
鳴
子
や
太
鼓
の

大
音
量
の
中
、
全
力
疾
走

し
ま
し
た
。
応
援
合
戦
、

玉
入
れ
リ
レ
ー
、
全
員
リ

レ
ー
は
、
１
年
生
か
ら
９

年
生
全
学
年
の
縦
割
り
の

色
別
チ
ー
ム
対
抗
戦
。
一

気
に
盛
り
上
が
り
、
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

特
に
応
援
合
戦
は
、
仮

装
、
演
劇
、
ダ
ン
ス
な
ど

の
、
楽
し
く
一
体
感
の
あ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。
学
園
伝
統

の
ト
ラ
ン
ポ
ロ
ビ
ク
ス（
５

～
９
年
生
）
は
、
今
年
も

大
成
功
。
若
桜
音
頭
（
１

～
４
年
生
）
は
、
傘
が
濡

れ
な
い
よ
う
に
と
体
育
館

で
華
や
か
な
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

運
動
会
後
に
は
、
若
桜

学
園
全
員
で
記
念
撮
影
を

し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

雨
に
も
負
け
ず
や
り
き
っ

た
満
足
感
い
っ
ぱ
い
の
わ

か
さ
っ
子
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。

▲�５～９年生によるトランポロビクス

発
学
校

若
桜
学
園
運
動
会

い
き
い
き

わ
か
さ
っ
子
！
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くらしの情報
金
婚
式
該
当
者
の
調
査
に
つ
い
て

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売
中
！

農
林
水
産
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た

　
町
よ
り
、
結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
、
本
町
在

住
の
ご
夫
婦
に
敬
意
を
表
し
、
記
念
品
を
贈
呈

い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
該
当
す
る
方
は
、
10
月
22
日（
金
）ま

で
に
町
民
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
発
売
中

で
す
。
当
せ
ん
金
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
が
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
が
１
等
・
前
後

賞
合
わ
せ
て
５
千
万
円
で
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対

策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使

わ
れ
ま
す
。

【
発
売
期
間
】
９
月
22
日
（
水
）

�

～
10
月
22
日
（
金
）

【
抽
選
日
】
10
月
29
日
（
金
）

　
農
林
水
産
省
は
、
令
和
３
年
５
月
に
農
林

漁
業
者
の
減
少
問
題
、
地
球
温
暖
化
等
の
環

境
問
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
食
料
・

農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両

立
を
実
現
す
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
町
民
福
祉
課　

　
　
☎（
82
）２
２
３
２　

　
IP
☎
9（
82
）２
２
３
２

農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

死
亡
後
の
遺
産
処
分
と
遺
産
分
割
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
死
亡
後
の
遺
産
処

分
と
遺
産
分
割
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
死
亡
後
に
相
続
人
が

遺
産
を
処
分
し
て
し
ま
っ
た
場

合
、こ
れ
に
つ
い
て
裁
判
所
は
遺

産
分
割
の
対
象
と
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
処
分
さ
れ
た
遺
産
に
つ
い
て

は
、
遺
産
分
割
と
は
別
に
損
害

賠
償
請
求
訴
訟
な
ど
に
よ
り
回

復
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

多
大
な
労
力
を
要
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
相
続
法
改
正
に
よ

り
、
①
処
分
さ
れ
た
遺
産
が
、

相
続
開
始
時
に
存
在
し
死
亡
後

に
処
分
さ
れ
、
②
相
続
人
全
員

が
処
分
さ
れ
た
遺
産
を
遺
産
分

割
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
に
同

意
し
て
い
る
場
合
に
は
、
裁
判

所
は
既
に
処
分
さ
れ
た
遺
産
を

遺
産
分
割
の
対
象
と
し
て
、つ

ま
り
処
分
さ
れ
た
遺
産
を
含
め

て
遺
産
分
割
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
②
に
つ
い
て
、
遺
産
を

処
分
し
た
相
続
人
の
同
意
は
不

要
で
す
の
で
、
勝
手
に
遺
産
を

処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
相
続
人

の
同
意
だ
け
で
裁
判
所
は
遺
産

分
割
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
、

　
ま
ず
相
談
を
！

　
父
が
死
去
し
ま
し
た
。
父
と
同
居
し
て
い
た
長
男
が
、
父
の

遺
産
を
自
分
の
生
活
費
に
使
っ
て
い
ま
す
。
父
は
遺
言
を
残
し

て
お
ら
ず
、
父
の
遺
産
に
つ
い
て
遺
産
分
割
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
長
男
が
費
消
し
た
遺
産
を
遺
産
分
割
の
対
象
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

〈
法
律
相
談
の
窓
口
に
お
電
話
を
！
※
要
予
約
〉

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
ド
リ
ー
ミ
ー

☎（
82
）０
２
５
４　
IP
☎
９（
82
）０
２
５
４

【
該
当
と
な
る
方
】

　
若
桜
町
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
在
住
し
て
お

り
、
昭
和
46
年
１
月
１
日
か
ら
昭
和
46
年
12
月

31
日
ま
で
の
１
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
。

（
確
認
は
戸
籍
の
婚
姻
届
出
年
月
日
と
し
ま
す
。）

・
申
請
書
は
町
民
福
祉
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

・�

申
請
の
際
に
は
、
印
鑑
及
び
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
、
保
険
証
等
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・�

婚
姻
年
月
日
が
不
明
の
場
合
は
、
戸
籍
謄
本

の
請
求
に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

盗
難
に
注
意
！

大
切
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
郡
家
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、
住
宅
や
店

舗
な
ど
を
狙
っ
た
盗
難
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
次
の
よ
う

な
対
策
を
心
が
け
、
大
切
な
財
産
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

・�

外
出
す
る
時
は
戸
締
り
、鍵
掛
を
し
ま
し
ょ

う
。

・�

自
宅
に
い
る
時
で
も
玄
関
に
鍵
を
掛
け
ま

し
ょ
う
。

・�

車
内
に
貴
重
品
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・�

店
舗
な
ど
は
防
犯
カ
メ
ラ
や
警
報
機
、
セ

ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・�

閉
店
後
の
レ
ジ
に
お
金
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
話
で
の
ご
相
談
は
、
郡
家
警
察
署
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
郡
家
警
察
署

　
☎（
72
）０
１
１
０

　
郡
家
警
察
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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くらしの情報

働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

令
和
３
年
度　

氷
ノ
山
ス
キ
ー
場（
ス
ノ
ー
ピ
ア
）及
び

駐
車
場
従
業
員
募
集

厚
生
労
働
省　

鳥
取
労
働
局
委
託
事
業

「
働
き
方
改
革
」に
取
り
組
む
事
業
主

の
皆
さ
ま

　
左
記
の
よ
う
な
相
談
等
に
労
働
時
間
相
談
・
支
援
班
が
対

応
し
ま
す
。
個
別
訪
問
に
よ
る
ご
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①�

時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
（
３
６
協
定
）
を
含
む
労
働
時

間
制
度

②�

年
次
有
給
休
暇
を
年
５
日
取
得
す
る
に
あ
た
っ
て
の
取
り

組
み

③
長
時
間
労
働
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

　
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
が
就
業
規
則
の
作
成
方

法
、
賃
金
規
定
の
見
直
し
、
賃
金
の
引
上
げ
と
生
産
性
の
向

上
、
労
働
関
係
助
成
金
の
活
用
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
７（
24
）２
７
４
４

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
鳥
取

　
☎
０
８
０
０（
２
０
０
）３
２
９
５（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
８
５
７（
24
）３
２
１
１

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
（
一
財
）若
桜
町
観
光
開
発
事
業
団

　
（
氷
ノ
山
高
原
の
宿「
氷
太
く
ん
」内
）

　
☎（
82
）１
１
１
１　
IP
☎
9（
82
）１
１
１
１

行
政
書
士
無
料
相
談

【
日　
　
時
】①
10
月
９
日（
土
）10
時
～
15
時

　
　
　
　
　
※
要
予
約（
１
人
30
分
程
度
）

　
　
　
　
　
②
11
月
７
日（
日
）10
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　
　
　
　
※
当
日
受
付
、
先
着
順

【
場　
　
所
】①�

鳥
取
市
立
中
央
図
書
館　

　
　
　
　
　
　
　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
②�

鳥
取
市
立
用
瀬
図
書
館　

　
　
　
　
　
　
　
３
階
お
は
な
し
の
部
屋

【
内　
　
容
】相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
、
農
地
転
用

職
業
訓
練
受
講
生
の
募
集

【
訓
練
科
】①
調
剤
薬
局
事
務
科（
短
期
間
・
短
時
間
）

　
　
　
　
　
②
医
療
事
務
科

【
訓
練
期
間
】①
11
月
１
日（
月
）～
11
月
30
日（
火
）

　
　
　
　
　
②
11
月
22
日（
月
）～
令
和
4
年
２
月
21
日（
月
）

【
場　
　
所
】①
②
共
に
ニ
チ
イ
学
館
鳥
取
教
室

【
定　
　
員
】各
12
名

【
申
込
期
限
】①
10
月
21
日（
木
）12
時　
②
11
月
９
日（
火
）12
時

【
応
募
資
格
】就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

　
　
　
　
　
※�

①
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け

て
シ
フ
ト
が
減
少
し
た
方
や
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
在
職
中
の
方
も
受
講
可
能
な

特
例
コ
ー
ス
で
す

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

　
☎
０
８
５
７（
23
）２
０
２
１（
42
♯
）

　
鳥
取
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

募　
　
集

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
労
使
ネ
ッ
ト
と
っ
と
り（
県
労
働
委
員
会
）

　
☎
０
１
２
０（
77
）６
０
１
０

関
係
機
関
に
よ
る
日
曜
労
働
相
談
会
の

お
知
ら
せ（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

鳥
取
県
行
政
書
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
日　
　
時
】
10
月
31
日
（
日
）
10
時
～
15
時
（
完
全
予
約
制
）

【
場　
　
所
】
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

【
内　
　
容
】�

解
雇
、
雇
止
め
、
賃
金
未
払
い
、
労
働
時
間
、

有
給
休
暇
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
労
働

問
題
全
般
に
関
す
る
相
談�

　
　
　
　　
　
（
弁
護
士
、
社
労
士
な
ど
が
応
対
し
ま
す
）

【
申
込
締
切
】
10
月
27
日
（
水
）
17
時
15
分

【
募
集
人
員
】・
リ
フ
ト
係
員　
　
　
　
　
　
30
名

　
　
　
　
　
・
駐
車
場
整
理
係
員　
　
　
　
３
名

　
　
　
　
　
・
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
係
員　
　
２
名

【
就
労
条
件
】�

お
客
さ
ま
を
あ
た
た
か
く
お
迎
え
で
き
、
健
康

で
明
朗
な
思
い
や
り
の
あ
る
方
。

【
就
労
期
間
】
12
月
11
日
～
令
和
４
年
３
月
16
日

　
　
　
　
　
※
積
雪
が
な
く
滑
走
不
可
能
な
日
は
休
業

　
　
　
　
　
※
ゲ
レ
ン
デ
の
状
況
等
に
よ
り
変
則
勤
務
あ
り

【
就
労
場
所
】
わ
か
さ
氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
（
ス
ノ
ー
ピ
ア
）

【
就
労
時
間
】・
リ
フ
ト
係
員��

７
時
15
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
（
８
時
間
労
働
、休
憩
１
時
間
、時
間
外
１
時
間
）

　
　
　
　
　
・�

駐
車
場
整
理
係
員　
６
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
８
時
間
労
働
、
休
憩
１
時
間
）

　
　
　
　
　
・
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
係
員　
８
時
～
17
時

　
　
　
　
　
　
（
８
時
間
労
働
、
休
憩
１
時
間
）

【
賃　
　
金
】
時
給
８
２
１
円
（
時
間
外
手
当
１
，０
２
６
円
）

　
　
　
　
　
※
月
末
締
切
翌
21
日
払
い

　
　
　
　
　
※
別
途
通
勤
費
支
給
（
当
事
業
団
規
程
に
よ
る
）

【
募
集
締
切
】
11
月
23
日
（
火
）

【
そ
の
他
】・
休
日
は
週
２
日
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

　
　
　
　
　
※�

原
則
、
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
勤
務

　
　
　
　
　
・�

原
則
自
家
用
車
通
勤
（
若
桜
駅
か
ら
通
勤
専

用
車
両
１
台
あ
り
（
８
名
ま
で
））

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相　
　

談

　
　
　
　
　
許
認
可
申
請
、
契
約
な
ど（
行
政
書
士
対
応
）

外
国
人
無
料
相
談（
英
語
・
中
国
語
対
応
可
）

【
日　
　
時
】10
月
13
日（
水
）10
時
～
12
時

【
場　
　
所
】鳥
取
県
立
図
書
館　
２
階

【
内　
　
容
】�在
留
資
格
、
仕
事
、
国
際
結
婚
の
こ
と
、
そ
の

他（
日
本
人
の
相
談
も
可
）

【
受
講
料
】�無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
は
自
己
負
担
）

※�

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
方
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
鳥
取
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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くらしの情報

内　容 日　時 定員 費用

裂き織り
10月７日（木）
10：00～11：30
10：30～15：00

各3人 実費

マイバッグ
（パッチワークトート）

10月12日（火）
10：00～15：00 ５人 無料

健康布ぞうり 10月20日（水）
10：00～12：00 ８人 100円

木工
（壁掛け�チューリップ）

10月22日（金）
10：00～12：00 ５人 100円

ＰＰバンドの籠つくり
（ナナメ編み）

10月28日（木）
10：00～12：00 ８人 無料

リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

受
付
開
始　
10
月
１
日
（
金
）（
先
着
順
）

※�
各
教
室
内
容
に
よ
り
、
布
等
の
材
料
を
ご
持
参
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�
右
記
以
外
の
体
験
講
座
や
、
出
張
講
座
も
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
10
月
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

　
☎
０
８
５
７（
59
）６
０
２
６

戸
窓
口

籍 の

※
９
月
５
日
届
出
分
ま
で

有料広告募集中
・広告の大きさ　縦50mm�×�横80mm
　（この枠と同じ大きさです。）
・掲載料　4,000�～�5,000円／月
　（掲載期間により異なります。）
詳しくはホームページをご覧いただくか、ふる
さと創生課へお問い合わせください。
※町ホームページ掲載広告も募集中です

【お問い合わせ】
ふるさと創生課　☎ 82-2231�IP ☎ 9-82-2231

有　料　広　告

た
く
み
の
館
企
画
展

「
重
伝
建
地
区
選
定
記
念　

若
桜
の
ま

ち
の
価
値
を
紐
解
く
２
０
２
１
」

同
時
開
催

「
剪
画
展 

干
支
２
０
２
１
丑
＋
縁
起
物
」

　
た
く
み
の
館
で
は
、
若
桜
の
町
並
み
が
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
そ
の

歴
史
的
な
価
値
の
再
認
識
の
た
め
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
城
下
町
、
宿
場
町
、
商
家
町
な
ど
江
戸
か
ら
昭
和
の
時
代

に
か
け
て
様
々
な
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
若
桜
の
町
並
み
に
つ

い
て
、
古
文
書
・
絵
図
・
写
真
な
ど
貴
重
な
資
料
を
基
に
紹

介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
た
く
み
の
館
２
階
で
は
、
干
支
の
牛
等
を
テ
ー
マ

と
し
た
剪
画（
切
り
絵
）展
を
同
時
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
会　
場
】
若
桜
郷
土
文
化
の
里　
た
く
み
の
館

　
　
　　
　
（
入
場
無
料
）

【
期　
間
】
10
月
２
日
（
土
）
～
10
月
24
日
（
日
）

　
　
　　
　
９
時
～
17
時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

【
休
館
日
】
月
曜
日

　
　
　　
　
（
月
曜
日
が
祝
祭
日
の
場
合
、
そ
の
翌
日
）

催　
　
し

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

た
く
み
の
館

　
☎（
82
）０
５
８
３　
IP
☎
9（
82
）０
５
８
３ ▲「福徳円満１」日野�晴美

▲江戸時代の若桜を描いた絵図

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

上　

町　

君
野　
　

恱
さ
ん�

92
歳

若
葉
団
地　

竹
内　

民
治
さ
ん�

90
歳

浅　

井　

淺
井　

輝
美
さ
ん�

87
歳

西　

町　

大
久
保
み
ね
子
さ
ん�

85
歳

馬　

場　

藤
原
二
三
子
さ
ん　

�

75
歳

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

香
典
返
し
と
し
て
若
桜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
一
封

中　

町　

高
野
須
泰
英
さ
ん　
　

母
美
奈
子
さ
ん
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発
行
日 
令
和
３
年
９
月
24
日

｜
編
集
・
発
行
｜ 

若
桜
町
役
場
ふ
る
さ
と
創
生
課

〒
6
8
0-

0
7
9
2 

鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
大
字
若
桜
8
0
1-

5

T
E
L 

0
8
5
8（
82
）2
2
3
１

F
A
X 

0
8
5
8（
82
）0
1
3
4

再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,３03世帯（－4）

2,985（－6）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和３年9月１日現在）

男：１，４19（－2）
女：１，566（－4）

世帯
人口

2021年
10月号

10月の税金・保険料

［納期限］ 11月１日（月）

町県民税（普通徴収）（第３期）
国民健康保険税（普通徴収）（第３期）
介護保険料（普通徴収）（第３期）
後期高齢者医療保険料（普通徴収）（第２期）

※たばこは若桜町内でお買い求めください。
   （若桜町の税収となります）

　冒険気分で大鹿滝のある谷へ降りる
と、森がひらけて明るく水しぶきが豪快
に降りそそぐ涼しい場所にでます。滝の
裏へまわることができ、天然のシャワー
は爽快。暑い日は大鹿滝の裏で涼むの
はいかがでしょうか！？

（三倉　張　朱音）

▶滝裏から見た大鹿滝

みんなのフォトリレー
 第６回
みんなのフォトリレー
 第６回

大鹿滝大鹿滝

若桜学園運動会若桜学園運動会

日　付 行事名 時　間 場　所

10/3（日） 休日がん検診（胃・肺・大腸・子宮・乳） 8：30～10：00受付 保健センター
10/5（火） 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー

10/12（火）

消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
人権相談 9：00～11：30 ドリーミー
行政相談 9：00～11：00 ドリーミー
法律相談 13：30～16：00 ドリーミー

10/14（木）障がい者相談 9：30～12：00 ドリーミー
10/19（火）消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
10/26（火）消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
10/30（土）
10/31（日）第13回若桜町民文化祭

9：00～17：00
9：00～15：00 若桜町公民館

みんなで乗ろうみんなで乗ろう
 若桜鉄道 若桜鉄道

※新型コロナウイルス感染症の影響により、急遽予定が変更になる場合があります。

2020広報わかさ2021年10月号広報わかさ2021年10月号


